
告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
八
号 

埼
玉
県
公
営
競
技
の
予
想
業
者
等
の
登
録
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ 

う
に
定
め
る
。 

令
和
四
年
三
月
二
十
五
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
公
営
競
技
の
予
想
業
者
等
の
登
録
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 

埼
玉
県
公
営
競
技
の
予
想
業
者
等
の
登
録
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
四 

百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
五
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

一 

二
十
歳
未
満
の
者 

 

第
五
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

三 

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
競
走
の
予
想
、
両
替
、
払
戻
金
の
立
替
又
は
予
想
新
聞
の
販

売
を
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
者 

 

第
五
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。 

四 

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者 

 

第
六
条
中
「
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
一
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
削
る
。 

 

様
式
第
三
号
中
「 

 
 

 
 

 

」
を
削
る
。 

 

様
式
第
四
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
五
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
日
） 

１ 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
第
一
号
の
改
正
規
定
は
令
和

四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
公
営
競
技
の
予
想
業
者
等
の
登
録
に
関
す
る
規
程
に
定

め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

こ
の
告
示
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
第
三
号
に
よ
る
登

録
証
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
第
三
号
に
よ
る
登
録
証
と
み
な
す
。 

 

あ
て
先

 
宛
先

 
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）

 

あ
て
先

 
宛
先

 

あ
て
先

 
宛
先

 
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）

 

性
別

（
 

 
）

 


